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    第一章


    
      1パウロ、シルワノ、テモテ、書ふみを我われらの父ちちなる神かみおよび主しゅイエス・キリストに在あるテサロニケ人ひとの教會けうくわいに贈おくる。 2願ねがはくは父ちちなる神かみおよび主しゅイエス・キリストより賜たまふ恩惠めぐみと平安へいあんと汝なんぢらに在あらんことを。
    


    
      3兄弟きゃうだいよ、われら汝なんぢ等らにつきて常つねに神かみに感謝かんしゃせざるを得えず、これ當然たうぜんの事ことなり。そは汝なんぢらの信仰しんかうおほいに加くははり、各自おのおのみな互たがひの愛あいを厚あつくしたればなり。 4されば我われらは、汝なんぢらが忍しのべる凡すべての迫害はくがいと患難なやみとの中なかにありて保たもちたる忍耐にんたいと信仰しんかうとを、神かみの諸しょ教會けうくわいの間あいだに誇ほこる。 5これ神かみの正ただしき審判さばきの兆しるしにして、汝なんぢらが神かみの國くにに相應ふさはしき者ものとならん爲ためなり。今いまその御國みくにのために苦難くるしみを受うく。 6汝なんぢらに患難なやみを加くはふる者ものに患難なやみをもて報むくい、患難なやみを受うくる汝なんぢらに、我われらと共ともに安息あんそくをもて報むくい給たまふは、神かみの正ただしき事ことなり。 7即すなはち主しゅイエス焔ほのほの中なかにその能力ちからの御使みつかひたちと共ともに天てんより顯あらはれ、 8神かみを知しらぬ者ものと我われらの主しゅイエスの福音ふくいんに服したがはぬ者ものとに報むくいをなし給たまふとき、 9かかる者ものどもは主しゅの顏かほとその能力ちからの榮光えいくわうとを離はなれて、限かぎりなき滅亡ほろびの刑罰けいばつを受うくべし。 10その時ときは主しゅおのが聖徒せいとによりて崇あがめられ、凡すべての信しんずる者もの（なんぢらも我われらの證あかしを信しんじたる者ものなり）によりて讃ほめられんとて來きたりたまふ日ひなり。 11これに就つきて我われら常つねに汝なんぢらのために祈いのるは、我われらの神かみの汝なんぢ等らをして召めしに適かなふ者ものとなし、能力ちからをもて汝なんぢらの凡すべて善ぜんに就つける願ねがひと信仰しんかうの業わざとを成就じゃうじゅせしめ給たまはんことなり。 12これ我われらの神かみおよび主しゅイエス・キリストの惠めぐみによりて、我われらの主しゅイエスの御名みなの汝なんぢらの中うちに崇あがめられ、又またなんぢらも彼かれに在ありて崇あがめられん爲ためなり。
    

  


  


  
    第二章


    
      1兄弟きゃうだいよ、我われらの主しゅイエス・キリストの來きたり給たまふこと、又またわれらが主しゅの許もとに集つどふことに就つきては、汝なんぢらに求もとむ。 2或あるひは靈れいにより、或あるひは言ことばにより、或あるひは我等われらより出いでし如ごとき書ふみにより、主しゅの日ひすでに來きたれりとて、容易たやすく心こころを動うごかしかつ驚をどろかざらん事ことを。 3誰たが如何いかにすとも、それに欺あざむかるな。その日ひの前さきに背教はいけうの事ことあり、不法ふはふの人ひとすなはち滅亡ほろびの子こあらはれざるを得えず、 4彼かれはすべて神かみと稱となふる者ものおよび人ひとの拜をがむ者ものに逆さからひ、此これ等らよりも己おのれを高たかくし、遂つひに神かみの聖所せいじょに坐ざし己おのれを神かみとして見みする者ものなり。 5われ汝なんぢらと偕ともに在ありし時とき、これらの事ことを告つげしを汝なんぢら憶おぼえぬか。 6彼かれをして己おのが時ときに至いたりて顯あらはれしめんために、彼かれを阻とどめをる者ものを汝なんぢらは知しる。 7不法ふはふの秘密ひみつは既すでに働はたらけり、然されど此これはただ阻とどめをる者ものの除のぞかるるまでなり。 8かくて其そのとき不法ふはふの者ものあらはれん、而しかして主しゅイエス御口みくちの氣息いきをもて彼かれを殺ころし、降臨かうりんの輝耀かがやきをもて彼かれを亡ほろぼし給たまはん。 9彼かれはサタンの活動はたらきに從したがひて來きたり、もろもろの虚僞いつはりなる力ちからと徴しるしと不思議ふしぎと、 10不義ふぎのもろもろの誑惑まどはしとを行おこなひて、亡ほろぶる者ものどもに向むかはん、彼かれらは眞理まことを愛あいする愛あいを受うけずして、救すくはるることを爲せざればなり。 11この故ゆゑに神かみは、彼かれらが虚僞いつはりを信しんぜんために惑まどひをその中うちに働はたらかせ給たまふ。 12これ眞理まことを信しんぜず不義ふぎを喜よろこぶ者ものの、みな審さばかれん爲ためなり。
    


    
      13されど主しゅに愛あいせらるる兄弟きゃうだいよ、われら常つねに汝なんぢ等らのために神かみに感謝かんしゃせざるを得えず。神かみは御靈みたまによれる潔きよめと眞理まことに對たいする信仰しんかうとをもて、始はじめより汝なんぢらを救すくひに選えらび、 14また我われらの主しゅイエス・キリストの榮光えいくわうを得えさせんとて、我われらの福音ふくいんをもて汝なんぢらを招まねき給たまへばなり。 15されば兄弟きゃうだいよ、堅かたく立たちて我われらの言ことばあるひは書ふみに由よりて教をしへられたる傳つたへを守まもれ。
    


    
      16我われらの主しゅイエス・キリスト、及および我われらを愛あいし恩惠めぐみをもて永遠とこしへの慰安なぐさめと善よき望のぞみとを與あたへ給たまふ我われらの父ちちなる神かみ、 17願ねがはくは汝なんぢらの心こころを慰なぐさめて、凡すべての善よき業わざと言ことばとに堅かたうし給たまはんことを。
    

  


  


  
    第三章


    
      1終をはりに言いはん、兄弟きゃうだいよ、我われらの爲ために祈いのれ、主しゅの言ことばの汝なんぢらの中うちにおける如ごとく、疾とく弘ひろまりて崇あがめられん事ことと、 2われらが無法むはふなる惡人あくにんより救すくはれんこととを祈いのれ。そは人ひとみな信仰しんかうあるに非あらざればなり。 3されど神かみは眞實まことなれば、汝なんぢらを堅かたうし汝なんぢらを護まもりて、惡あしき者ものより救すくひ給たまはん。 4かくて我われらの命めいずることを汝なんぢらが今いまも行おこなひ、後のちもまた行おこなはんことを主しゅによりて信しんずるなり。 5願ねがはくは主しゅなんぢらの心こころを、神かみの愛あいとキリストの忍耐にんたいとに導みちびき給たまはんことを。
    


    
      6兄弟きゃうだいよ、我われらの主しゅイエス・キリストの名なによりて汝なんぢらに命めいず、我等われらより受うけし傳つたへに從したがはずして妄みだりに歩あゆむ凡すべての兄弟きゃうだいに遠とほざかれ。 7如何いかにして我われらに效ならふべきかは、汝なんぢらの自みづから知しる所ところなり。我われらは汝なんぢらの中うちにありて妄みだりなる事ことをせず、 8價あたひなしに人ひとのパンを食しょくせず、反かへつて汝なんぢ等らのうち一人ひとりをも累わずらはさざらんために勞らうと苦難くるしみとをもて、夜晝よるひるはたらけり。 9これは權けん利りなき故ゆゑにあらず、汝なんぢ等らをして我われらに效ならはしめん爲ために、自みづから模範もはんとなりたるなり。 10また汝なんぢらと偕ともに在ありしとき、人ひともし働はたらくことを欲ほっせずば食しょくすべからずと命めいじたりき。 11聞きく所ところによれば、汝なんぢ等らのうちに妄みだりに歩あゆみて何なにの業わざをもなさず、徒事むだごとにたづさはる者ものありと。 12我われら斯かくのごとき人ひとに、靜しづかに業わざをなして己おのれのパンを食しょくせんことを、我われらの主しゅイエス・キリストに由よりて命めいじかつ勸すすむ。 13兄弟きゃうだいよ、なんぢら善ぜんを行おこなひて倦うむな。 14もし此この書ふみにいへる我われらの言ことばに從したがはぬ者ものあらば、その人ひとを認みとめて交まじはることをすな、彼かれみづから恥はぢんためなり。 15然されど彼かれを仇あたの如ごとくせず、兄弟きゃうだいとして訓戒くんかいせよ。
    


    
      16願ねがはくは平和へいわの主しゅ、みづから何時いつにても凡すべての事ことに平和へいわを汝なんぢらに與あたへ給たまはんことを。願ねがはくは主しゅなんぢら凡すべての者ものと偕ともに在いまさん事ことを。
    


    
      17我われパウロ手てづから筆ふでを執とりて汝なんぢらの安否あんぴを問とふ。これ我わがすべての書ふみの記章しるしなり。わが書かけるものは斯かくの如ごとし。 18願ねがはくは我われらの主しゅイエス・キリストの恩惠めぐみなんぢら凡すべての者ものと偕ともならんことを。
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